ドイツにおける学校論(Schultheorie) と教授学(Didaktik) の関係規定 : 1960 年代以降の学校論の登場と展開を視点として by 田中 怜
ドイツにおける学校論(Schultheorie) と教授学
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Benner 1995: S. 50を基に筆者作成）
え
ば
、
教
授
学
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
に
先
行
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
か
ら
教
授
学
が
演
繹
的
に
作
り
出
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。「
授
業
分
析
と
授
業
計
画
の
理
論
と
し
て
の
教
授
学
は
…
…
レ
ー
ル
プ
ラ
ン
理
論
に
指
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
レ
ー
ル
プ
ラ
ン
理
論
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
は
、
ま
ず
も
っ
て
教
授
学
的
な
授
業
分
析
と
授
業
計
画
を
通
し
て
学
校
現
実
の
中
に
関
連
性
を
獲
得
す
る
」（
同
上
中
略
は
引
用
者
）
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
教
授
学
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
か
ら
学
校
論
が
一
方
的
に
演
繹
さ
れ
る
わ
け
で
も
、
学
校
論
が
教
授
学
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
に
先
立
つ
わ
け
で
も
な
い
。「
教
授
学
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
が
内
外
の
学
校
改
革
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
制
度
と
し
て
の
学
校
の
教
育
学
的
批
判
〔
学
校
論
〕
も
そ
の
際
に
、
教
授
学
的
な
行
為
指
針
や
レ
ー
ル
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
前
提
の
修
正
を
刺
激
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
同
上:
50
括
弧
内
は
引
用
者
）。
こ
の
よ
う
に
、
学
校
教
育
学
を
構
成
す
る
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
・
学
校
論
は
互
い
に
、「
時
間
的
な
連
続
関
係
や
論
理
的
な
演
繹
関
係
に
置
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」（
同
上:
48
）と
さ
れ
、
む
し
ろ
相
互
を
刺
激
し
合
う
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
２．
学
校
論
的
な
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
の
批
判
と
構
想
た
だ
し
学
校
教
育
学
の
モ
デ
ル
構
築
に
際
し
て
、
ベ
ン
ナ
ー
は
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
・
教
授
学
の
三
つ
組
み
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
学
校
論
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
二
者
に
加
え
て
学
校
論
的
問
題
設
定
が
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
学
は
「
学
校
の
中
の
教
育
学
」
か
ら
脱
却
し
、
「
学
校
に
つ
い
て
の
教
育
学
」
と
い
う
問
題
の
視
座
を
得
る
た
め
で
あ
る
。「
学
校
教
育
学
が
、
学
校
の
理
論
お
よ
び
制
度
と
し
て
の
学
校
の
教
育
学
的
批
判
と
い
っ
た
こ
の
問
題
段
階
に
到
達
す
る
」（
同
上:
49
）こ
と
に
よ
っ
て
、「
学
校
教
育
学
は
狭
義
の
学
校
教
育
学
で
あ
る
こ
と
を
や
め
…
…
学
校
内
の
教
育
理
論
と
実
践
、
お
よ
び
学
校
外
の
そ
れ
と
の
間
に
築
か
れ
た
教
育
的
行
為
の
分
業
と
い
う
分
離
線
を
飛
び
越
え
る
」（
同
上
中
略
は
引
用
者
）
の
で
あ
る
。
こ
の
「
学
校
の
中
の
教
育
学
」
か
ら
「
学
校
に
つ
い
て
の
教
育
学
」
へ
の
転
換
の
た
め
に
、
ベ
ン
ナ
ー
は
次
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
一
に
、
学
校
論
の
視
座
か
ら
教
授
学
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
を
批
判
的
に
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
生
活
か
ら
分
離
し
た
学
校
と
い
う
構
造
的
な
制
約
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
教
授
学
や
レ
ー
ル
プ
ラ
ン
理
論
の
妥
当
性
を
吟
味
す
る
。
す
な
わ
ち
学
校
と
生
活
の
差
異
を
度
外
視
し
た
教
授
学
や
、
両
者
の
間
を
安
易
に
架
橋
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
想
に
対
す
る
批
判
的
な
検
討
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
い
－ 201－
わ
ば
学
校
論
的
な
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
批
判
は
、「
教
授
学
と
レ
ー
ル
プ
ラ
ン
理
論
の
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
制
度
と
し
て
の
学
校
に
対
し
て
無
邪
気
な
態
度
を
ど
の
程
度
ま
で
取
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
教
育
学
的
な
学
校
批
判
が
、
教
授
学
や
レ
ー
ル
プ
ラ
ン
理
論
に
ど
の
程
度
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
か
」（
同
上:
81
）
と
の
問
い
を
究
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ベ
ン
ナ
ー
は
、
学
校
論
が
教
授
学
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
に
対
し
て
単
に
批
判
的
な
眼
差
し
を
向
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
学
校
論
的
に
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
を
構
想
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
学
校
と
生
活
の
差
異
を
強
調
す
る
の
み
な
ら
ず
、
両
者
の
間
を
適
切
に
媒
介
す
る
教
授
学
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
の
構
想
と
い
う
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
要
請
さ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
る
の
は
、「
学
校
制
度
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
学
校
内
の
経
験
と
学
習
プ
ロ
セ
ス
、
お
よ
び
学
校
外
の
そ
れ
と
の
分
離
を
切
り
抜
け
…
…
〔
学
校
外
の
生
活
を
考
慮
す
る
と
い
う
意
味
で
の
〕
社
会
教
育
学
の
問
題
設
定
を
受
け
入
れ
る
」（
同
上
中
略
・
括
弧
内
は
引
用
者
）
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
学
校
論
は
学
校
と
生
活
の
間
の
差
異
を
埋
め
が
た
い
も
の
と
し
て
考
慮
し
つ
つ
も
、
同
時
に
こ
の
限
界
の
内
に
お
い
て
、
生
活
と
関
連
し
た
学
校
教
授
を
教
授
学
的
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
的
に
構
想
す
る
可
能
性
を
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
い
わ
ば
学
校
論
的
な
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
構
想
に
よ
っ
て
、
学
校
内
の
教
授
学
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
の
射
程
が
学
校
外
の
生
活
へ
と
拡
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ナ
ー
が
提
案
す
る
こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
に
、
彼
に
よ
る
教
授（
学
）と
学
校（
論
）の
関
係
付
け
の
論
理
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
一
方
で
、
学
校
論
に
よ
っ
て
教
授
学
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
生
活
と
の
関
係
か
ら
学
校
に
お
け
る
教
授
学
の
限
界
を
吟
味
す
る
。
他
方
で
、
こ
の
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
そ
れ
は
、
学
校
論
か
ら
教
授
学
を
構
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
と
結
び
つ
い
た
教
授
学
の
在
り
方
を
模
索
す
る
。
こ
の
学
校
論
的
教
授
学
批
判
と
学
校
論
的
教
授
学
構
想
と
い
う
ベ
ン
ナ
ー
の
論
理
は
、
シ
ュ
ル
ツ
に
よ
る
「
教
授
学
的
な
学
校
の
理
論
」
の
構
築
と
い
う
試
み
を
補
完
し
つ
つ
、
新
た
な
学
校
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
て
い
る
。
教
授
学
に
よ
っ
て
学
校
論
を
発
展
さ
せ
る
と
の
シ
ュ
ル
ツ
の
構
想
は
、
学
校
の
中
心
的
営
為
と
し
て
の
教
授
（
授
業
）
の
位
置
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
学
校
の
意
味
や
目
的
、
学
校
外
の
生
活
と
の
関
係
と
い
っ
た
学
校
論
的
問
題
設
定
が
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
ベ
ン
ナ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
学
校
内
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
学
校
外
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
差
異
と
媒
介
と
い
う
学
校
論
の
視
座
に
基
づ
き
、
そ
こ
－ 202－
か
ら
学
校
に
お
け
る
教
授
学
の
批
判
と
構
想
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
狭
義
の
授
業
論
と
し
て
の
教
授
学
は
、
生
活
と
の
関
係
と
い
う
学
校
論
的
問
題
設
定
か
ら
問
い
直
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
既
に
本
小
論
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
学
校
を
所
与
と
し
た
「
学
校
教
授
学
」
に
対
す
る
疑
義
の
噴
出
と
、
教
授
を
中
心
に
位
置
づ
け
な
い
学
校
論
の
登
場
は
、
従
来
強
固
と
さ
れ
て
き
た
教
授
（
学
）と
学
校（
論
）と
の
間
の
結
び
つ
き
の
相
対
化
を
引
き
起
こ
し
た
。
本
小
論
の
目
的
は
、
ド
イ
ツ
の
学
校
論
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
生
じ
た
間
隙
を
再
び
結
び
付
け
る
論
理
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
20
世
紀
初
頭
の
改
革
教
育
学
以
降
、
精
神
科
学
的
教
育
学
に
よ
っ
て
学
校
論
的
問
題
設
定
が
積
極
的
に
引
き
受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は1960
年
代
後
半
か
ら1970
年
代
に
な
っ
て
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
る
数
多
く
の
学
校
論
の
興
隆
を
招
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
ベ
ル
リ
ン
学
派
の
教
授
学
者
シ
ュ
ル
ツ
は
、
教
授
学
か
ら
学
校
論
を
演
繹
す
る
と
の
企
図
の
下
で
、「
教
授
学
的
な
学
校
の
理
論
」
の
構
築
を
試
み
た
。
た
だ
し
シ
ュ
ル
ツ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
教
授（
学
）と
学
校（
論
）の
間
の
関
係
性
を
十
分
に
問
い
直
す
に
至
ら
ず
、
学
校
論
的
問
題
設
定
の
捨
象
と
い
う
課
題
を
残
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
ベ
ン
ナ
ー
の
学
校
教
育
学
の
モ
デ
ル
で
は
、
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
・
学
校
論
か
ら
そ
の
基
本
的
骨
格
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
特
に
学
校
論
か
ら
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
を
問
い
直
す
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
学
校
論
的
な
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
の
批
判
と
構
想
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
学
校
教
育
学
は
「
学
校
の
中
の
教
育
学
」
を
脱
却
し
、「
学
校
に
つ
い
て
の
教
育
学
」
へ
と
そ
の
射
程
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
ベ
ン
ナ
ー
の
提
案
は
、
自
明
性
の
喪
失
に
直
面
す
る
教
授
（
学
）と
学
校（
論
）の
関
係
に
対
し
て
、
説
得
的
な
論
理
を
提
供
し
て
い
る
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
一
方
で
、
学
校
と
生
活
の
差
異
お
よ
び
媒
介
を
基
礎
と
し
た
学
校
論
に
よ
っ
て
教
授
学
（
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
）
を
問
い
直
す
志
向
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
狭
義
の
授
業
論
を
意
味
す
る
従
来
の
「
学
校
教
授
学
」
と
は
地
平
を
異
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
他
方
で
そ
れ
が
教
授
学
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
論
を
対
象
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
学
校
に
お
け
る
教
授
・
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
常
に
論
及
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ベ
ン
ナ
ー
の
学
校
教
育
学
モ
デ
ル
は
、
狭
義
の
授
業
論
と
し
て
の
教
授
－ 203－
学
に
留
ま
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
学
校
に
お
け
る
授
業
（
教
授
）
を
度
外
視
す
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
意
義
を
ベ
ン
ナ
ー
の
構
想
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
学
校
教
育
学
モ
デ
ル
に
沿
っ
た
研
究
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
十
分
に
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
（cf.M
eyer
1997:
237
）。
ベ
ン
ナ
ー
に
よ
る1977
年
の
提
案
以
降
、
ド
イ
ツ
の
教
授
学
分
野
で
は1980
年
代
の
改
革
教
育
学
と
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
復
古
的
対
立
（R
um
pf1986,R
am
seger
1993,Prange
1995
）
や
、
ク
ラ
フ
キ
に
よ
る
批
判
的
・
構
成
的
教
授
学
の
発
展
（K
lafki
1996
）、
さ
ら
に2000
年
以
降
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
論
（B
au
m
ert/
K
unter
2006
）
な
ど
、
学
校
の
在
り
方
を
問
い
直
す
射
程
を
有
し
た
議
論
が
数
多
く
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
他
方
の
学
校
論
分
野
で
は
、
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
実
験
学
校
や
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
グ
ロ
ッ
ク
ゼ
ー
学
校
と
い
っ
た
改
革
学
校
新
設
の
動
き
（K
epm
er
2001
）、
ま
た1980
年
代
以
降
の
「
実
践
的
学
習
」（praktisches
Lernen
）
に
代
表
さ
れ
る
授
業
改
革
の
運
動
（F
litner
u.a.1983
）、
そ
し
て
近
年
で
は
産
業
構
造
の
変
化
や
移
民
の
増
大
を
背
景
と
し
た
学
力
保
障
の
必
要
性
に
突
き
動
か
さ
れ
た
「
全
日
学
校
」
の
普
及
（R
am
seger
2009
）
な
ど
、
授
業
構
想
に
と
っ
て
示
唆
に
富
む
議
論
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ン
（Luhm
ann,N
.
）
の
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
を
基
盤
に
据
え
た
新
た
な
学
校
論
の
展
開
（L
ang-W
ojtasik
2008,
Scheunpflug
2009
）
も
、
従
来
の
「
選
抜
」・「
配
分
」・「
正
当
化
」
の
視
点
と
は
異
な
る
社
会
学
的
な
学
校
論
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
今
後
の
筆
者
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
授
学
と
学
校
論
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
に
対
す
る
学
校
論
的
教
授
学
批
判
と
そ
の
構
想
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
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注
盧
　
た
だ
し
ク
ラ
フ
キ
（K
lafki,W
.
）
は
、
学
校
に
お
け
る
教
授
学
に
加
え
て
学
校
外
の
教
育
行
為
を
対
象
と
し
た
「
余
暇
教
育
学
」
（F
reizeitd
id
aktik
）
や
「
社
会
活
動
教
授
学
」
（D
idaktik
der
Sozialarbeit
）、「
遊
び
の
教
授
学
」（Spiel-
didaktik
）
の
登
場
を
指
摘
し
て
い
る
（K
lafki1995:
93
f.
）。
し
か
し
教
授
学
の
主
要
な
問
い
が
、「
教
師
が
学
校
制
度
の
中
で
授
業
す
る
際
に
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
側
面
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
。
あ
る
い
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
か
」（
同
上:
94
）
に
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
教
授
学
の
対
象
領
域
を
第
一
義
的
に
は
学
校
に
お
け
る
教
授
と
学
習
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
盪
　
日
本
の
教
育
社
会
学
に
お
い
て
も
、
学
校
論
の
議
論
の
中
心
が
選
抜
と
そ
れ
に
付
随
す
る
機
会
均
等
の
問
題
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
概
括
さ
れ
て
い
る
（
耳
塚1993
）。
蘯
　
な
お
、
本
小
論
と
類
似
し
た
研
究
対
象
を
取
り
扱
う
先
行
研
究
と
し
て
、
ケ
ン
パ
ー
の
論
文
「
教
授
学
的
な
学
校
の
理
論
と
－ 206－
学
校
論
的
教
授
学
批
判
の
根
本
問
題
」（K
em
per
1977
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
文
は
、1960
年
代
以
降
に
登
場
し
た
教
授
学
的
な
学
校
論
の
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
で
、「
学
校
論
の
教
授
学
化
」（
同
上:
153
）
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
教
授
学
に
よ
る
学
校
論
的
問
題
設
定
の
獲
得
に
着
目
す
る
点
に
お
い
て
、
本
小
論
は
ケ
ン
パ
ー
の
論
文
と
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
。
た
だ
し
ケ
ン
パ
ー
は
、
本
小
論
が
第
三
章
で
論
及
す
る
よ
う
な
、
学
校
論
に
よ
る
教
授
学
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
批
判
と
そ
の
構
想
と
い
う
点
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
の
点
か
ら
教
授（
学
）と
学
校（
論
）の
関
係
付
け
の
論
理
を
明
示
す
る
こ
と
に
本
研
究
の
独
自
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
盻
　
教
育
科
学
の
「
現
実
主
義
的
転
換
」（realistische
W
endung
）
を
唱
え
た
ロ
ー
ト
（R
oth,H
.
）
も
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す
る
と
さ
れ
る
（cf.
T
illm
ann
1993:
406
f.,
M
eyer
1997:
233-235
）。
眈
　
テ
ィ
ル
マ
ン
は
ベ
ン
ナ
ー
の
学
校
教
育
学
モ
デ
ル
に
準
拠
し
つ
つ
も
、
そ
の
発
展
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
①「
学
校
の
理
論
」（T
heorie
der
Schule
）、
②
ベ
ン
ナ
ー
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
教
授
学
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
を
統
合
し
た
「
教
授
学
」
（D
idaktik
）、
そ
し
て
③
ベ
ン
ナ
ー
の
モ
デ
ル
で
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
校
の
社
会
化
論
（sch
u
lisch
e
Sozialisationstheorie
）、
と
い
う
三
つ
の
対
象
領
域
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（T
illm
ann
1993:
413
f.
）。
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